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戦前期女子 ミ ッ シ ョ ン ス クー
ル の 進 学構造

青 山学院高等女学部生徒の 進路分析を中心 と して

佐々 木啓子 （創造学園大学）
1 ．は じめ に

　 戦 前 期 女 子 ミッ シ ョ ン ・ス ク
ー

ル の 階層文化 と教

育に 関 す る前 回 発 表 （第 55回 大 会 ） で は、『青山学

院 女子 専 門 部 原 簿』 を分 析 す る こ とに よっ て 、青 山

学 院 高 等 女 学 部 か ら同 専 門部 にエ ス カ レ ータ式 に進

学 した 生 徒 の 出 身階 層 を 明 らか に した が、そ の 他 の

女子 高等 教 育機 関 へ の 進 学 者、あ る い は 非 進学者に

つ い て の 分 析 が な か っ た。

　 そ こ で 本 発 表 で は 新 た に 『青山 学 院 高等 女 学部 生

徒 原 簿 』 と同 窓 会誌 『会 報 』 か ら、高等女 学部生徒

の 卒 業 後 の 進 路 を た どる こ と に よ っ て、進路選 択に

お け る 出身 階層や そ の 他の 要因 につ い て 考察 した い 。

2 ．資料に つ い て

『青山 学院高等女学部生 徒原簿』 （昭 和 5 〜10 年 卒

業生 　合計 978名）記 載項 目 よ り、厂家長 の 職業」 と

卒業年度の f席次」 を、ま た、『会 報』 （青 山女 学院

校友会〉各年度の ク ラ ス 別 「卒業生 消 息報告」 に よ

り 卒業後の 進路をた どっ て データ化 し た。

3 ．女子 ミ ッ シ ョ ン ・ス クール の 布置状況

　青 山女学院は 、明治初期 よ り 日本 の 女子 ミ ッ シ ョ

ン ・ス ク
ー

ル の 中心 的存在で あっ た が 、1918年の 東

京女 子 大 学 の 創設 と と も に 首 都 圏 の プ ロ テ ス タ ン

ト系女子 ミ ッ シ ョ ン ・ス クール の 専門部、高 等科は

す べ て 廃止 し東京 女子 大 学 に 生 徒 を 統 合 す る こ と

とな っ て よ り、中等教育機 関 と して 、 上位 学 校 へ の

進 学準備教育に重点 を置 く よ うに な っ た
。 青山 女学

院 が、再び 「専門学校令 」に よ る認 可 を受 け た の は、

昭和 8 年、同 「家政科 」 で あ っ た
。
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　一方、昭和 初 期 の 政府 の 女子 教育政策 と して は、

昭 和 6 年 以 降 の 学制 改革 案 と して 、女子 の 高等学校、

専門学校 お よ び大 学 へ の 、男 子 と 同 程 度の 制度が 構

想 され る よ うに な り、同時 に 女 子 中等 教 育 を 「進 学

準備教育」 「完成 教 育 ll 「職 業 教 育1 の 三 つ の コ ース

に 分けて 調整 し よ うとす る もの で あ っ た。

　 こ う した なか で 、基督教学校 教 育 同盟 では 日本 に

お け るキ リス ト教教育改革案 を模索 し、「女子 高等 教

育促進 が 現今の 日本 に 奉仕 す る 絶好 の 機会 で あ る 」

と明示 した。キ リス ト教教育界に よ る
一

層 の 強化の

機運が 高ま りっ つ あ る な か で 、特 に 青山学院 で は 、

小学部の 設置 と女子専門 部 の 確 立 を企 図 し、こ こ に

エ ス カ レ ー
タ校 と して の 「青 」」女学院」 （昭和 2 年 以

降 は通称）が 出現す る こ と とな っ た 。

4 ．分析内容

（1）表 1．青山学院高等女学部 「父 職業」 に よれ ば、

〈 上 層階級 〉 が 48．16％と、〈 中間階級 〉 の 39．16％

を約 10ポ イ ン ト近 く上 回 る。

（2）表 2．青山学院高 等女学部 「卒業生の 進路 （年度

別〉」 に よれ ば、東 京 女子 大 学、津 田英学塾、東京女

子 高等師範学校、東 京 音 楽学校、東京女子 医学専門

学校、他女専、医薬女専 へ も多数進学 し、「進学名門

校」 となっ て い た こ とが わ か る。

（3）表 3．「卒業生 進路 （成績別 ）」に よれ ば、女高師、

津 田英学塾、女医専な ど選抜 的 な 高等 教 育機 関への

進学は 「成績」 が 規定要因で あ る こ とは 当然 と して

も、「家事 ・稽古 ・結婚」 もまた 「成績」 との 関連 が

強 く、さ ら に 「各 種 学校 」 「就職亅 は 成績中位者が選

択 す る傾 向 に あ っ た とみ られ る 。

一方、「青 山学 院 女

子専門部t へ は、成績上 位者か ら中位者、下位者 ま

で、進学 は 可能で あっ た と思われ る。

（4）表 4．「卒業生 進路 （父 職別〉」 で は 出身 階層 と進

路の 相関は 部分的で 、さ らな る分析が 必 要で あ る。

5 ．まとめ

　大 正〜昭和初期の 女子 教育拡大に と もな う女子中

等 教育 の 質的変容 の な か で、青 山学院高等女学部 は、

中等一高等
一

貫 教育 を実現 し、英語 、数学 を重視 し

た カ リキ ュ ラ ム に よっ て 「進学名 門校 1 と して、選

抜的 な 女子 高 等 教 育機 関 へ の 進学 に有利な体制をつ

くる
一方 で 、音 楽な ど を 中心 とす る西 洋的教養 に よ

る完成教育の 機 能 も果た した。た だ し 上 級 学校 へ の

〈 進 学 〉 〈 非進 学 〉 は 、本 データで は 「出 身階層 」

よ り も 「成績」 との 相 関 が強 い こ とが認 め られ た。

（発 表時に 資料、参考文献 リス トを配 布 予 定）
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